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平成28年度の調査・検討の流れ

H28年度の目標：小谷版「小さな拠点」の事業仮説の作成
「構想」を「仮説」へ

・背景、目的
・機能と事業
・主体
・財源

小谷版

「小さな拠点」

の事業仮説

・関係組織との役割分担
・必要なICTシステム

住民
アンケート

ヒアリング
調査

拠点設立検討

生活支援ｻｰﾋﾞｽ検討

公共交通再編検討
事
例
視
察

小谷版

「小さな拠点」

の事業仮説

▼調査・検討の流れ ワーキング

協議会
幹事会
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生活サービスの
提供拠点

住民の見守り・
目配り拠点

新たな活動や
しごと、生きがい
が広がる拠点

地域内の多世代の
出会いと交流の

拠点

いざというとき
の防災拠点

地域外の
新たな人材の
受入れ拠点

医療的ケア体制

医薬分業体制

食堂・総菜

弁当・配食

福祉提供体制の集約化

介護予防・宿泊・生活支援

有償旅客サービス

コワーキング

直売所

遊休荒廃地での営農

物流・貯蔵システム

子育て支援

28年度は高齢者の社会減抑制の課題が緊急度が
高いことから、医療・福祉分野を優先して検討

小
谷
版
小
さ
な
拠
点
の
機
能

I
C
T
活
用
に
よ
る
効
率
化

■7月～ 基礎調査
・ヒアリング調査
・庁内
・関係機関

・住民アンケート調査

■10月～ ワーキングでの検討
・重要性・緊急性の評価
・事業の集約化の検討
・先進事例視察

平成28年度の調査・検討の範囲
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ヒアリング調査

１ 目的

「小谷版小さな拠点」の中心的機能として想定している「福祉・医療分野」にお
ける地域課題の把握と、課題解決の最適な連携のあり方を探ることを目的に、
村内民間事業者と村役場の関係部署へのヒアリングを行った。

２ 実施対象・内容・日時

No 区分 事業所名 共通質問項目 対象別質問項目 ヒアリング日時

1 民 NPO法人 安心生活支援こごみ
・運営状況（組織・財務・事業）
・中長期的な事業方針
・小さな拠点への期待
・拠点との連携の可能性
・生活支援サービスのニーズ

・介護保険事業統合の可能性

H28.7.1

2 民 小谷村社会福祉協議会

第1回H28.7.1

第2回H28.8.2

第3回H29.1.30

3 民 がったクラブ ・事業継続の課題 H28.8.25

4 村 地域包括支援センター ・生活支援サービスの拡充方針 H28.7.1

5 村 小谷村診療所
・小さな拠点への期待
・拠点との連携の可能性

・訪問看護・薬局設置の可能性
・医療・介護連携等の現状・課題

H28.8.24

6 村 総務課

・構想に関連する分野の状況

・CATV網 ・コワーキング
・地域づくりの状況 等

H28.9.13/15
7 村 住民福祉課

・配食、移送サービスの状況
・高齢期の住まい

8 村 観光振興課 ・現行の公共交通の状況

9 村 教育委員会 ・保育、子育て支援の状況

10 村 その他（建設水道、特産推進室 等）



現在の介護予防・介護サービスの財源・実施状況
5

村の予算で
実施する事業

介護保険で
実施する事業

民間事業者の自主事業

介
護
予
防
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
主
な
提
供
主
体
・
事
業

凡例

ヒアリング
結果

• 通所介護・訪問介護を社協とこごみが提供し重複。
近年、利用者数が減少傾向にある→集約化を検討が必要

• 役場・社協が提供できていないサービスをこごみ、城西が提供している
状況。結果として、住まい、配食、買い物支援、移送等の生活支援サー
ビスがメニューとしては整備済

• ただし、実際のニーズには量的に応えきれておらず、赤字事業である
ため、拡大できない状況にある→量的拡大の方法の検討が必要

現状・課題
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• 見守り、移送、配食などの生活支援サービスの充実が必要。
提供体制を構築しなければならない。

• 福祉サービスの集約化は慎重に進めないと村民の生活の
質の低下につながってしまう恐れがある。

現状の体制に対する関係主体の認識

社会福祉協議会NPO法人こごみ

地域包括支援センター

• 介護保険事業を優先してきた結果、
社協にしかできない地域福祉事業
が後手に回ってしまっている。

• 最近の訪問介護（ホームヘルプ）の
利用者の減少や村の今後の市場規
模を考慮すると、今後の事業継続に
ついて方針を検討すべき時期に来
ている。

• 高齢者が村で安心して暮らし続け
るために、介護保険外も含めて村
に不足しているサービスの提供に
奔走してきた。

• 現在提供しているサービスを今後、
村全体へ拡大していきたいが採
算面に不安がある。

ヒアリング
結果
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１ 集約化すべき部分

• 村内２事業者が提供している介護保険事業は、今後の必要量が減少することを考慮し、集約化
を検討する時期に来ている。

今後の介護・福祉サービスの提供体制

サービス 集約化 提案

訪問介護
（ホームヘルプサービス）

必要
村内の必要量に対する提供体制が過剰になりつつある。
集約化を検討すべき。

通所介護
（デイサービス）

不要
こごみは、小規模でアットホームだが重度者の対応ができない。
社協は、大規模で入浴設備（寝たきり者向け特殊浴場）があり重度者の受入れができ
る。 棲み分けが図られているため、集約は控えるべき。

２ 強化・拡充すべき部分

• 高齢者が安心して、家や地域で暮らせる環
境をつくるには、介護保険外の「生活支援
サービス」の強化・拡充が必要。しかし、生
活支援サービスは基本的に不採算。

採算性が低い「生活支援サービス」を
充実させる工夫

• 様々なサービスを「小さな拠点」が一手に引き受
け、「収益事業」とあわせて実施

• 設備・施設の整備は公的資金で実施

• 「小さな拠点」の運営主体には、サービスの効率
化、適正な価格設定などにおいて最大限の自助
努力を求める。

３ 村内自給を増やす

• 村の人口減少の主要因は雇用環境の劣化

• 村内で提供可能な福祉やその他のサービス
を「小さな拠点」が提供することで、村内消費
を拡大し、雇用増につなげるべき。

例えば、「配食」や「買い物」をできるだけ村内で賄える
ようにすることで、地域内経済循環が起きる

ヒアリング結果
に対する提言
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• 村の委託や補助事業により提供されているサービスが
あるが住民ニーズに応えきれていない

• 公的なサービスと民間事業者による自主事業が並行し
て実施されているが、サービス間の連携・調整が十分に
図られていない

• 住民による自主的な支えあい活動が単発的に見られる
が、組織的、安定的なものになっていない

⇒住み慣れた地域での生活継続のための最重要分野。在
宅生活の継続に向けて、官民で連携し、サービスの量
的拡大と質的向上が必要。提供主体の発掘・育成も。

村役場

生活支援・
介護予防

介護予防（居場所）

配食

見守り・安否確認

地域包括

社協

こごみ

交通事業者

小売店

住民等

移送

買物

住まい 高齢者住宅 城西医療財団
• 健康不安のある人、終末期の受け入れは村外に依存

• 冬季の生活に不安がある高齢者が自宅から一時避難的
に生活できる住まいが不足し、高齢者が村外流出

⇒見守りがあれば、村内で生活を継続できる層を受け入
れられる“住まい”の整備が必要

介護保険
施設

特養・老健・GH・
小規模多機能

村外に依存

社協

介護保険
サービス 通所リハ・訪問看護

訪問入浴・福祉用具・
住宅改修 村外に依存

こごみ
訪問・通所

• 訪問・通所介護は、主に村内２事業者が提供し、選択可
能な体制がある。

⇒今後の人口減少を鑑みるといずれ統廃合検討が必要
⇒介護保険制度や医療制度が「施設から自宅・地域」の方向
性で推移しており、村内での日々のケアや緊急対応力を高
めることに注力する必要がある（生活支援サービスの拡充）

今後の介護・福祉サービスの提供体制

ヒアリング結果
に対する提言
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子育て支援サービスの状況

小谷村診療所

• 「がったクラブ」は、主に日中保護者が家庭にい
ない小学生に対して、放課後に適切な遊びや
生活の場を与えて、児童の健全な育成を図る
保育事業（放課後児童クラブ）

＜利用状況＞
• 村内小学生の３割程度にあたる44名が利用
• 村営バスやスクールバス、親の送迎により帰宅

＜運営状況＞
• 財源は、村からの委託費・社協からの補助金・
利用者からの月謝

• 有資格者が常駐する必要があるが、スタッフは
仕事を掛け持ちしながら15時～18時に従事。
短時間かつ中途半端な時間帯であるうえに、
賃金が低く、人材確保が難しい

【提言】
クラブを「小さな拠点」に統合し、他の福祉業
務等との兼務体制をつくることで、持続可能な
運営体制を構築できる可能性はあるが、現在
は小学校内に設置されているため、移転する
場合は、バスや送迎に支障が出ないような調
整が必要

ヒアリング
結果と提言

医療資源等の状況

がったクラブ

＜現状の体制と課題＞
• 診療所が村内唯一の医療機関。医師１名・看護

師各２名・事務員２名の５名で運営。
• 緊急事態や高度医療が必要な場合は、村外の

病院と連携。
• 村内には、訪問看護ステーションがなく、最寄り

は白馬の城西病院内。
• 村内には薬局がなく院内処方。薬剤師がおらず

連携薬局もないため、効率的な仕入れや在庫
管理ができていない。

• 介護との密な情報共有が求められているが、医
師が多忙であることもあり、適時の情報共有がで
きていない。村外施設との情報共有も課題。

【提言】
• 現状で近隣病院との連携体制が構築されてい
る。訪問看護ステーションを村内を設置するコ
ストの負担は過大であり、新設は非現実的。

• 薬局についても村内にあったほうがよいが、新
たに薬剤師の雇用が必要になる。村外薬局と
の連携により曜日を決めて営業する等の工夫
が必要。

• 医療介護関係者、いずれも余裕がないため、
簡易に入力できる情報共有ツールが必要
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住民アンケート調査

１ 目的
本調査は、小谷村で生活するなかでの困りごとや、必要と思われるサービスの利用意

向等に関する住民のニーズを把握することで、「小谷版小さな拠点」の事業内容の検討材
料とすることを目的に実施した。

２ 調査概要

• 調査対象者 小谷村に住む２０歳以上の全村民
• 調査方法 郵送調査
• 調査期間 平成２８年７月２６日～８月１５日
• 配布数 ２，５８９件（うち、転居などでの未達５件のため実配布数２，５８４件）
• 回答者数 １，４２７件（うち、無回答の調査票３件）
• 有効回答者数 １，４２４件（回答率５５．１％ ※実配布数÷有効回答数）

•回答者属性
•小谷村での暮らしの満足度、定住意向状況
•住まいの状況等
•通信・ＩＴ利用の状況
•農林畜産物の出荷状況等
•日常的な移動状況等
•日常生活の困りごと、手助けできること
•特定対象サービスの利用状況
•住民サービスの利用意向、必要性

３ 主な調査項目
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１ 回答者の属性

男性
48.2%

女性
51.8%

N=1369

2.4%

3.4%

3.6%

4.5%

7.1%

5.9%

6.8%

7.6%

8.0%

11.9%

8.7%

11.7%

9.4%

8.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

N=1398 

性別

年代

人口 回答数 回答率
20～24歳 81 33 40.7%
25～29歳 49 48 98.0%
30～34歳 121 50 41.3%
35～39歳 152 63 41.4%
40～44歳 201 99 49.3%
45～49歳 173 83 48.0%
50～54歳 210 95 45.2%

55～59歳 176 106 60.2%
60～64歳 211 112 53.1%
65～69歳 259 167 64.5%
70～74歳 197 122 61.9%
75～79歳 228 164 71.9%
80～84歳 197 132 67.0%
85歳以上 203 124 61.1%

合計 2,458 1,398 56.9%

40.7%

98.0%

41.3%

41.4%

49.3%

48.0%

45.2%

60.2%

53.1%

64.5%

61.9%

71.9%

67.0%

61.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

※人口は、長野県「市町村別・年齢５歳階級別人口（平成２８年４月１
日現在）」を用いている、

【参考】年代別回答計画

65歳以上の
回答割合
50.1％

アンケート結果（抜粋）
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２ 村内交通に関する実態・ニーズ
アンケート結果（抜粋）

1,048 

38 

392 

86 

55 

14 

37 

0 500 1,000 1,500

自家用車（自分の運転）

原付・バイク

自家用車（家族の運転）

自家用車（親戚・知人の運転）

自転車

その他

なし

（人）

移動制約者
19.3%

非移動制約者
80.7%

N=1308

気軽に使える交通手段 移動制約者割合

移動制約者
の回答割合
は19.3％

「移動制約者」は自由に使える交通手段として自家用車（自分の運転）、原付
／バイクのいずれも選択していない者と定義している。

こ
の
選
択
肢
の
み
の
者

＝
移
動
制
約
者
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移動制約者

10.8%

29.6%

非移動制約者

89.2%

70.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

男性(n=637)

女性(n=665)

移動制約者

8.6%

1.8%

4.5%

4.1%

9.3%

34.3%

62.2%

非移動制約者

91.4%

98.2%

95.5%

95.9%

90.7%

65.7%

37.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

20代(n=81)

30代(n=111)

40代(n=176)

50代(n=195)

60代(n=270)

70代(n=268)

80代以上
(n=225)

移動制約者

17.5%

22.4%

25.0%

29.7%

非移動制約者

82.5%

77.6%

75.0%

70.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

千国甲・乙
(n=662)

中小谷丙
(n=254)

中土(n=200)

北小谷
(n=182)

【男女別】移動制約者

【地区別】移動制約者

【年代別】移動制約者

80代以上になる
と、62.2％と半

数以上が移動
制約者となる。

村内における移動制約者の割合と状況

アンケート結果（抜粋）

女性が多い

村北部の比率が高い
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近い将来（ここ5年以

内くらい）には、運転

をやめたい
0.0%

0.0%

0.6%

0.0%

1.2%

11.1%

39.7%

5.3%

当面、運転を続ける

が、将来的には運転

をやめたい

14.1%

10.1%

18.8%

25.9%

46.5%

57.9%

34.6%

33.2%

ずっと自家用車の

運転を続けたい

84.5%

87.2%

78.2%

74.1%

51.0%

30.4%

23.1%

60.2%

その他

1.4%

2.8%

2.4%

0.0%

1.2%

0.6%

2.6%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

20代(n=60)

30代(n=95)

40代(n=129)

50代(n=137)

60代(n=124)

70代(n=52)

80代以上(n=18)

合計(n=615)

近い将来（ここ5年

以内くらい）には、

運転をやめたい
5.3%

当面、運転を続け

るが、将来的には

運転をやめたい
33.4%

ずっと自家用車の

運転を続けたい
59.9%

その他
1.5%

N=1034

免許保持者の運転意向 【年代別】免許保持者の運転意向

70代、80代では約７

割が運転を辞めたい
意向がある

免許保持者の運転意向

アンケート結果（抜粋）
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ほぼ毎日利

用している
0.6%

週に数回程度は

利用している
2.2%

月に１～２回程度

利用している
6.6%

冬期は利

用している
1.7%

ほとんど利用

していない
88.9%

N=1286

利用しやすい
34.6%

普通
29.9%

やや利用しづらい
26.8%

利用し

づらい
8.7%

N=127

28 

11 

23 

10 

0 5 10 15 20 25 30

本数が少ない

バス停までが遠い

ＪＲ等の接続が悪い

その他

（人）

ほぼ毎日利用

している
0.1%

週に数回程度

は利用している
0.3%

月に１～２回程

度利用している
1.8%

冬期は利

用している
0.3%

ほとんど利用

していない
97.5%

N=1162

村営バス利用状況 村営バスの利用しやすさ

村営バス不便箇所

村内交通の利用状況と使いやすさ

デマンドタクシーの利用状況

利用している
者は2.5％

利用している
者は12％

アンケート結果（抜粋）
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生活必需品や日用品の買い物の移動先

8.2%

68.7%

8.0%

5.8%

0.4%

2.2%

0.6%

0.1%

0.4%

4.1%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

村内

白馬村

糸魚川市

大町市

池田町

長野市

安曇野市

上越市

その他

通販で購入している

わからない

N=1257

アンケート結果（抜粋）

生活必需品以外の衣類などの買い物の移動先

0.8%

10.4%

7.5%

26.2%

0.2%

28.8%

6.4%

1.4%

4.7%

10.2%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

村内

白馬村

糸魚川市

大町市

池田町

長野市

安曇野市

上越市

その他

通販で購入している

わからない

N=1179

定期的に通っている病院

16.3%

22.7%

2.8%

11.3%

10.6%

2.1%

3.3%

4.1%

27.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

村内

白馬村

糸魚川市

大町市

池田町

長野市

安曇野市

その他

わからない

N=1217

940 

37 

16 

28 

51 

24 

25 

30 

13 

16 

0 500 1,000

自家用車や家族・友人等の送迎があるので、

特に困っていない

小谷村診療所

役場

金融機関

村外病院

薬局

食料品日用品の買い物

日用品以外の衣服などの買い物・理美容院

などの外出

娯楽趣味スポーツの活動場所

その他

（人）

移動しづらく困っている行き先

具体的行き先
信州大学病院
あずみ病院
糸魚川病院

池田町
白馬村
大町市
安曇野市
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つくっている
69.6%

つくっていない
30.4%

N=1318

出荷している
20.6%

家庭で消費する程度で

あり、出荷していない
61.6%

家庭で消費する量より

多いが、出荷していない
17.3%

その他
0.6%

N=909

出荷したい
15.6%

出荷するつもりはない
84.4%

N=649

農林畜産物の生産状況 農林畜産物の出荷状況

出荷していない世帯のうち、
出荷したいとの回答は
15.6％であった。

出荷していな
い者は約8割

貨客混載の可能性（農産物の出荷意向）

回答数 割合

出荷したい        101 15.6%

出荷するつもりはない        548 84.4%

合計        649 100.0%

直売所等への集
荷・輸送する仕組み
があったら農林畜産
物を出荷したいか

アンケート結果（抜粋）
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32.8%

2.6%

5.7%

14.8%

15.0%

2.2%

27.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

支援を受けながら自宅や親族の家など

村内で暮らしたい

村外の親族の家で暮らしたい

有料老人ホーム

介護保険施設

（特別養護老人ホーム、グループホーム等）

食事提供や見守りのある家庭的な共同住宅

（宅老所、サービス付き高齢者住宅など）

その他

わからない

N=1342

介護が必要になったときに暮らしたい場所

「支援を受けながら自宅や
親族の家など村内で暮ら
したい」との回答は32.8％
であった。

将来、住み続けたい場所や共同住宅に対するニーズ

３ 住み続けたい場所・住まいに関するニーズ

アンケート結果（抜粋）
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28.6%

21.4%

22.2%

24.9%

31.4%

39.8%

48.3%

2.6%

3.6%

1.1%

0.0%

1.9%

4.5%

3.0%

3.9%

5.4%

10.8%

6.1%

6.1%

3.4%

4.3%

9.1%

13.4%

10.8%

18.3%

19.3%

15.2%

12.5%

13.0%

17.0%

15.9%

15.7%

15.9%

17.8%

9.1%

2.6%

1.8%

2.8%

2.5%

1.9%

1.5%

3.0%

40.3%

37.5%

36.4%

32.5%

23.5%

17.8%

19.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代(n=77)

30代(n=112)

40代(n=176)

50代(n=197)

60代(n=264)

70代(n=264)

80代以上(n=232)

支援を受けながら自宅や親族の家など村内で暮らしたい

村外の親族の家で暮らしたい

有料老人ホーム

介護保険施設（特別養護老人ホーム、グループホーム等）

食事提供や見守りのある家庭的な共同住宅（宅老所、サービス付き高齢者住宅など）

その他

わからない

【年代別】介護が必要になったときに暮
らしたい場所

「支援を受けながら
自宅や親族の家など
村内で暮らしたい」と
の回答は、60代以上
で高くなり、80代以上
では48.3％となる。

アンケート結果（抜粋）
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利用して

みたい
39.5%利用したいと

は思わない
60.5%

N=1266

利用してみたい

18.8%

22.2%

14.6%

29.0%

29.5%

27.6%

23.6%

31.3%

50.9%

39.6%

43.1%

53.0%

59.1%

53.3%

利用したいとは思わない

81.3%

77.8%

85.4%

71.0%

70.5%

72.4%

76.4%

68.7%

49.1%

60.4%

56.9%

47.0%

40.9%

46.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

20～24歳(n=32)

25～29歳(n=45)

30～34歳(n=48)

35～39歳(n=62)

40～44歳(n=95)

45～49歳(n=76)

50～54歳(n=89)

55～59歳(n=99)

60～64歳(n=110)

65～69歳(n=154)

70～74歳(n=102)

75～79歳(n=132)

80～84歳(n=110)

85歳以上(n=92)

共同住宅の利用意向 【年代別】共同住宅の利用意向

共同住宅を利
用してみたい
との回答は、
39.5％である。

アンケート結果（抜粋）
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299

217

8

56

0 50 100 150 200 250 300 350

冬期間

病院からの退院後

週末

気分が落ち込んだとき

（人）

248 

124 

61 

72 

0 50 100 150 200 250 300

千国甲・乙

中小谷丙

中土

北小谷

（人）

共同住宅の利用したい場面 共同住宅の利用したい地区

共同住宅を利用したい地区は、回
答者数も多い「千国甲・乙」が最も
多く248人。

アンケート結果（抜粋）
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13.5%

11.7%

8.8%

8.6%

7.9%

6.8%

5.8%

5.3%

1.1%

38.1%

41.9%

36.2%

39.0%

29.3%

29.6%

20.8%

30.7%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

高齢者が気軽に集い、交流する場

お出かけ支援サービス

配食サービス

買い物代行サービス

一時的な宿泊ができるサービス

入浴サービス

介護用品ショップ

日常生活お手伝いサービス

その他

利用したい
(n=1424)

村全体を考

え必要
(n=1424)

11.7%

8.6%

13.5%

8.8%

5.3%

6.8%

7.9%

5.8%

1.1%

41.9%

39.0%

38.1%

36.2%

30.7%

29.6%

29.3%

20.8%

3.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

お出かけ支援サービス

買い物代行サービス

高齢者が気軽に集い、交流する場

配食サービス

日常生活お手伝いサービス

入浴サービス

一時的な宿泊ができるサービス

介護用品ショップ

その他

利用したい
(n=1424)

村全体を考

え必要
(n=1424)

高齢者・障がい者向けサービスの利用意向と必要性

利用意向が高い順 村全体を考え必要性が高い順

アンケート結果（抜粋）



12.4%

9.5%

6.1%

5.3%

4.5%

4.3%

4.1%

3.9%

3.3%

2.7%

2.6%

2.5%

2.2%

2.2%

2.1%

0.8%

40.4%

36.1%

17.8%

13.7%

25.2%

20.6%

18.7%

25.5%

15.6%

12.9%

15.7%

12.9%

12.2%

10.0%

13.4%

3.9%

1.5%

17.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

冬場の除雪（屋根・家の周り）

野生鳥獣への対応

電気製品やパソコン等の設定や使い方がよく分からない

買い物や通院など、移動がしづらい

病気のときの付き添いや看病

畑の手入れができない

両親や配偶者等、近親者の介護のこと

草むしり、ごみ出しなど、家の回りのことが十分できない

書類作成や手続きの手伝い

買い物や病院など外出時の付き添い

金融の窓口やＡＴＭの利用

家具の移動など簡単な力仕事

電球交換、灯油入れ等の軽作業

料理や洗濯など家事が十分できない

多忙な時などに、子どもを預けるところがない

その他

誰かに手助けを求めるほどの困りごとはない

現在(n=1424)

10年後(n=1424)

23

「冬場の除雪」に
困っている人が
多い

約６割が何らかの困り
ごとがある。

４ 生活支援等のサービスニーズ
アンケート結果（抜粋）

「現在、誰かに手助けしてほしいこと」
「10年後、誰かの手助けが必要になりそうなこと」
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５０代、６０代の回答

「現在、誰かに手助けしてほしいこと」
「10年後、誰かの手助けが必要になりそうなこと」

2.1%

0.4%

1.9%

2.7%

0.4%

5.2%

6.7%

0.4%

1.0%

0.6%

1.7%

0.4%

9.6%

3.8%

0.4%

1.0%

52.3%

25.4%

10.2%

13.1%

18.5%

5.8%

13.3%

44.8%

9.2%

10.0%

11.9%

20.2%

8.8%

19.4%

26.7%

1.7%

1.0%

21.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

買い物や通院など、移動がしづらい

料理や洗濯など家事が十分できない

草むしり、ごみ出しなど、家の回りのことが十分できない

畑の手入れができない

電球交換、灯油入れ等の軽作業

電気製品やパソコン等の設定や使い方がよく分からない

冬場の除雪（屋根・家の周り）

家具の移動など簡単な力仕事

書類作成や手続きの手伝い

買い物や病院など外出時の付き添い

病気のときの付き添いや看病

金融の窓口やＡＴＭの利用

野生鳥獣への対応

両親や配偶者等、近親者の介護のこと

多忙な時などに、子どもを預けるところがない

その他

誰かに手助けを求めるほどの困りごとはない

現在(n=480) 10年後(n=480)

9.6%

4.2%

7.0%

6.3%

4.4%

8.5%

19.2%

4.8%

5.5%

5.4%

8.3%

5.0%

11.1%

3.7%

0.9%

0.9%

20.7%

37.8%

23.1%

25.6%

27.3%

19.6%

20.7%

38.6%

20.7%

21.8%

26.8%

29.2%

22.7%

19.9%

19.4%

3.7%

2.4%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

買い物や通院など、移動がしづらい

料理や洗濯など家事が十分できない

草むしり、ごみ出しなど、家の回りのことが十分できない

畑の手入れができない

電球交換、灯油入れ等の軽作業

電気製品やパソコン等の設定や使い方がよく分からない

冬場の除雪（屋根・家の周り）

家具の移動など簡単な力仕事

書類作成や手続きの手伝い

買い物や病院など外出時の付き添い

病気のときの付き添いや看病

金融の窓口やＡＴＭの利用

野生鳥獣への対応

両親や配偶者等、近親者の介護のこと

多忙な時などに、子どもを預けるところがない

その他

誰かに手助けを求めるほどの困りごとはない

現在(n=542)

10年後(n=542)

７０代、８０代の回答

生活支援ニーズとしては、高齢になるほど「冬場の除雪」「移動手段の確保」の割合が高
まることが示唆される結果となった。
50-60歳代は自身ではなく、両親・近親者の介護に不安を感じている。

アンケート結果（抜粋）
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【年代別】ちょっとした手助けに対する意向

「ちょっとした手助け（相互扶助活動）」支援側の意向

近所に住む者

として、できる

範囲で｢ちょっと

した手助け｣を

したい

｢ちょっとした手

助け｣をしたい

が、自分のこと

で精一杯で余

裕がない

｢ちょっとした手

助け｣は主に行

政が行うことな

ので、近所の者

はしなくてもよい

余計なお世話

になってしまう

ので、｢ちょっと

した手助け｣は

しないと思う

あまり関わりた

くないので、

｢ちょっとした手

助け｣はしない

と思う

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

66.2%

58.9%

55.6%

58.5%

67.3%

62.0%

42.8%

17.6%

32.7%

30.2%

24.9%

19.3%

25.3%

42.8%

1.4%

0.9%

0.6%

1.0%

0.4%

0.4%

1.2%

8.1%

2.8%

6.5%

7.3%

7.9%

8.4%

4.2%

4.1%

3.7%

3.6%

5.7%

2.0%

1.7%

3.6%

2.7%

0.9%

3.6%

2.6%

3.1%

2.1%

5.4%

20代(n=74)

30代(n=107)

40代(n=169)

50代(n=193)

60代(n=254)

70代(n=237)

80代以上(n=166)

幅広い年代層で協力意向が見られる

アンケート結果（抜粋）

838 

533 

115 

281 

265 

270 

129 

321 

252 

129 

115 

186 

161 

58 

130 

28 

93 

0 500 1000

安否確認の声かけ

話し相手、相談相手になること

料理や洗濯など、家事の手伝い

草むしり、ごみ出しなど、家の回りのこと

農作業の手伝い

電球交換、灯油入れ等の軽作業

電気製品やパソコン等の設定や使い方説明

冬場の除雪（屋根・家の周り）

家具の移動など簡単な力仕事

書類作成や手続きの手伝い

認知症の見守りサポーター

地区活動の送迎

買い物や病院など外出時の付き添い

病気のときの付き添いや看病

子どもの一時的な預かり

その他

手助けできることはない

（人）

日常生活でできる手助け

64.4%

4.1%

14.5%

3.3%

13.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

お互いさまなので、報酬の支払いはなくてもよい

労働力を提供しているので、報酬の支払はあるべ

きである

報酬ではなく、実費を支払う程度でよい

その他

わからない N=1259

「ちょっとした手助け」を実施する場合の考え方

報酬はなくても
よいが６割
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9.4%

10.1%

7.7%

15.0%

5.2%

8.4%

5.6%

19.6%

0.7%

25.9%

27.6%

21.0%

33.2%

21.3%

21.3%

16.4%

31.8%

2.8%

0.0% 30.0% 60.0%

配食サービス

買い物代行サービス

入浴サービス

お出かけ支援サービス

日常生活

お手伝いサービス

一時的な宿泊

ができるサービス

介護用品ショップ

高齢者が気軽に

集い、交流する場

その他

70代(n=286) 70代(n=286)

11.7%

11.3%

8.2%

18.8%

6.3%

7.8%

9.4%

24.6%

0.4%

19.9%

22.3%

17.2%

22.7%

16.8%

16.0%

15.2%

25.4%

2.0%

0.0% 30.0% 60.0%

配食サービス

買い物代行サービス

入浴サービス

お出かけ支援サービス

日常生活

お手伝いサービス

一時的な宿泊

ができるサービス

介護用品ショップ

高齢者が気軽に

集い、交流する場

その他

80代以上(n=256) 80代以上(n=256)

8.2%

7.2%

7.2%

9.3%

6.5%

8.6%

6.5%

11.8%

1.1%

46.6%

47.7%

37.3%

51.3%

39.4%

38.0%

22.2%

43.4%

4.3%

0.0% 30.0% 60.0%

配食サービス

買い物代行サービス

入浴サービス

お出かけ支援サービ

ス

日常生活

お手伝いサービス

一時的な宿泊

ができるサービス

介護用品ショップ

高齢者が気軽に

集い、交流する場

その他

60代(n=279) 60代(n=279)

６０代（２７９人）の回答 ７０代（２８６人）の回答 ８０代以上（２５６人）の回答

サービスに対する利用意向、必要性

利用したいサー
ビス上位２つ

村にとって必要なサー
ビス上位２つ

利用ニーズが高いサービスは、「お出かけ支援」と「交流の場」。
村全体を考えると、移動関係のサービスへのニーズが高い

アンケート結果（抜粋）
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就学前の子どもを持つ親（１０１人）の回答 小学生・中学生の子どもを持つ親（１７６人）の回答

25.7%

25.7%

27.7%

15.8%

24.8%

19.8%

31.7%

27.7%

60.4%

55.4%

55.4%

40.6%

57.4%

54.5%

57.4%

6.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

がったクラブ

子育てに関する情報交換や交流

の場

通園、通学の送迎サービス

学習塾

保育園のお子さんが体調を崩し

たときの一時預かり

小中学生のお子さんが体調を崩

したときの一時預かり

多忙な時などのお子さんの一時

預かり

その他

利用したい

サービス
(n=101)

村全体を考え

必要なサービ

ス(n=101)

27.3%

11.4%

21.6%

19.3%

6.8%

14.2%

17.6%

0.6%

51.7%

40.9%

48.3%

40.3%

37.5%

36.9%

43.8%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

がったクラブ

子育てに関する情報交換や交

流の場

通園、通学の送迎サービス

学習塾

保育園のお子さんが体調を崩し

たときの一時預かり

小中学生のお子さんが体調を

崩したときの一時預かり

多忙な時などのお子さんの一時

預かり

その他

利用したい

サービス
(n=176)

村全体を考え

必要なサービ

ス(n=176)

利用したいサー
ビス上位２つ

村にとって必要な
サービス上位２つ

学習塾以
外は高い
傾向

アンケート結果（抜粋）



40.7%

12.3%

9.9%

17.3%

8.6%

12.3%

22.2%

8.6%

8.6%

4.9%

13.6%

13.6%

6.2%

4.9%

6.2%

8.6%

7.4%

4.9%

11.1%

1.2%

1.2%

53.1%

45.7%

42.0%

42.0%

39.5%

39.5%

37.0%

35.8%

35.8%

33.3%

33.3%

30.9%

28.4%

27.2%

25.9%

24.7%

22.2%

22.2%

21.0%

4.9%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

カフェ、パン屋、総菜屋、居酒屋など飲食店

通園、通学の送迎サービス

高齢者が気軽に集い、交流する場

薬局

買い物代行サービス

がったクラブ

仕事を自由にできる拠点

お出かけ支援サービス

保育園のお子さんが体調を崩したときの一時預か

り

小中学生のお子さんが体調を崩したときの一時預

かり

多忙な時などのお子さんの一時預かり

子育てに関する情報交換や交流の場

お弁当などの宅配サービス

日常生活お手伝いサービス

配食サービス

入浴サービス

一時的な宿泊ができるサービス

介護用品ショップ

学習塾

高齢者・障がい者＿その他

子ども、子育て家庭_その他

利用したいサービ

ス(n=81)

村全体を考え必

要なサービス
(n=81)
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21.3%

17.4%

11.7%

7.5%

35.0%

36.7%

36.2%

23.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

カフェ、パン屋、総菜屋、居酒屋など飲食店

薬局

お弁当などの宅配サービス

仕事を自由にできる拠点

利用したい(n=1424)

村全体を考え必要
(n=1424)

村民全体向けのサービスの利用意向と必要性

２０代が利用したいサービス、必要と考えるサービス

アンケート結果（抜粋）
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54 

26 

59 

10 

17 

1,003 

0 500 1,000 1,500

送迎サービス

介護サービス

診療サービス

配食サービス

その他

電話ではサービスを予約していない

（人）

利用したこと

がある
30.9%

利用したこと

はない
69.1%

N=1290

利用したことがある

78.5%

60.9%

59.4%

42.6%

21.7%

7.1%

1.6%

利用したことはない

21.5%

39.1%

40.6%

57.4%

78.3%

92.9%

98.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

20代(n=79)

30代(n=110)

40代(n=175)

50代(n=197)

60代(n=267)

70代(n=253)

80代以上(n=192)

インターネット

利用あり
50.0%

インターネット

利用なし
50.0%

N=1278

電話予約サービスの利用状況

インターネットの利用状況

タブレットの利用状況

タブレットの年代別利用状況割合

【参考】ＩＣＴに関する状況

アンケート結果（抜粋）
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１ 生活支援ニーズの優先順位 「お出かけ支援」「住まい」「除雪」

２ 相互扶助による生活支援サービスの提供の可能性

アンケート結果から示唆されたこと

３ 拠点が提供すべき機能「多世代が集える」「飲食・弁当」「薬局」「ワーキング」

生活支援サービス全体のニーズ量を見ると、高齢層では、「移送（買い物支援含む）」、「住まい」、「除雪」等への支援を求める声
が現段階でも大きく、今後も不安視されていることが確認された。

■移送
・移動制約者が全回答者の約２割。内訳を見ると高齢の女性、村内北部で比率が高いが、全域に移動制約者が見られる。

・買い物先や診療所以外の医療機関が村内にないため、移動制約者の村外への移動が必要性が高い。マイカーを使えなくなった
り、同居家族がいなくなったりした時の不安が高くなっており、今後の整備が強く望まれている。

■住まい

・介護が必要になったときの「村内での継続居住意向」は年配者ほど高く、「共同住宅の利用意向」も同様の傾向にある。また、共
同住宅の利用場面としては「冬期間」「病院からの退院後」が大半であった。

■除雪
・50代以上で支援の必要性が認められ、高齢になるほどニーズが高まる。雪国特有の課題と言える。

■ちょっとした困りごとの支援

・身体の不自由な高齢者が自宅で生活を続けていく上では、ゴミだしや雪かきなどの「ちょっとした手助け」が重要になる。手助け
の意向を尋ねたところ、すべての世代で協力意向が示されており、声かけ、愚痴聞き、除雪、農作業等についても一定の協力者が
いることが確認された。また、全体の６割以上の回答者が報酬なしで手助けができるとしている。

■拠点施設の機能
・60代以上の回答では「お出かけ支援」に次いで「集い、交流する場」に対するニーズが高い。

・施設の機能としては、「カフェ・パン屋・総菜屋・居酒屋等の飲食店」、「薬局」、「弁当宅配」、「仕事を自由にできる拠点」の順で高
かったが、若い世代では「仕事を自由にできる拠点」のニーズが上位に来ている。

村内外の福祉関連事業所、住民、役場が協力して、上記のニーズに対応していくことの必要性が確認された。


